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令和４年度 第９回議会報告会 

対応報告書 

 

 

令和４年１１月１２日開催の議会報告会報告書に対する対応結果等は、以下のとおりである。 

 

○議会に関する事 

番号 対応内容 対応結果 

１ 

問 議員定数資料の中の、住民感情の項目について

お伺いする。現職市議が次期副市長になること

が既に決まっているとの噂があるが、終わって

もいない選挙後の人事案件が既に決まってい

るというのは住民感情に示しがつかないので

はないか。 

 

答 選挙前ともなれば、色々な話が出回ることがある。その件

については、議会との関わりは一切ない。 

２ 

問 海淀外国語学校の誘致の話について、上村市長

は交流を中止すると言っていた。しかしインタ

ーネットでは、交流継続が決定事項であるとい

う上村市長の発言が確認できる。この件に関し

て、議会ははっきりすべきではないのか。 

 

答 上村市長は議会の中ではっきりと交流中止を答弁してお

り、議事録でも確認できる。市議会も議員全員が同じ認識

をしている。 
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３ 

問 現在、市のホームページで過去の会議録や条例

等が見れない状況であるが、どうなっているの

か。 

 

 

答 出席議員がタブレットを操作し実演しながら、現在のホー

ムページで会議録を確認する方法を説明した。市のホーム

ページがリニューアルしドメインが変更されているため、

以前のブックマークのままではリンクが無効になっている

可能性がある。 

４ 

問 議員定数を 16 人と算定したのは検討が甘いの

では。市広報の人口欄を基に人口 26,000 人で

計算すれば 14人でいいのでは。 

答 人口の捉え方については、令和４年１月の住基人口 29,037

人を基に算定し、議員定数を 16人としたものである。なお、

５万人以下の市での議員定数全国平均は 17人である。 

５ 

問 将来的に本市の人口は 20,000 人を下回るとい

う予想もある。人口で換算する以外の議員定数

の下限を決めておく考えはあるか。 

 

答 これからも全国的な人口減少が問題となっているが、現時

点では最低人数を決定するには至っていない。 

 


